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盟
関

。

C 

ハ
と
じ
て
お
く
と
ベ
ん
り
で
す
}

オ

l
フ

で
、
幅
五

M
の
道
路
を
中
央
で
交
差
さ
せ
、
そ

の
闘
聞
に
、
横
断
歩
道
、
自
転
車
練
習
コ

l
ス

な
ど
設
け
、
自
動
信
号
機
や
交
通
標
識
の
穏
具

も
そ
な
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
工
費
は
百
五
十

四
万
円
。

ζ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の

交
通
安
全
教
育
の
実
地
指
導
や
練
習
に
彼
立
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

(写
真
H
関
所
式
で
自
転
車
の
練
習
す
る
本

江
小
児
童
た
ち
)

ン
し
た

交
通
安
全
教
育
セ

ン
タ

l

交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
ζ

の
ほ
ど
で

き
あ
が
り
、
関
所
式
が
引
日
同
セ
ン
タ
ー
で
、

関
係
者
や
本
江
小
学
校
児
童
ら
百
五
十
人
が
集

ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
広
さ
は
一
千
六
百
五
十
平
方
M

(男) (女) 1 

42人 42人 |

15 12 I 

76 97 I 
132 114 

生

亡

入

出

人口のうごき (4月末〕

世荷数 11.739世待 出

入口(男)22.550人死
〈女)24.534人伝
(計)47.084人転
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市

民
見
守
玄
1

控
除
額
も
引
き
下
げ
ら
れ
る

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
募
婦

で
、
前
年
中
の
所
得
金
額
が
三
十
五
万

円
(
改
正
前
三
十
二
万
円
〉
ま
で
の
場

合
は
非
課
税
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
特
年
度
の
市
県
民
税
は
、

6
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
と
と
に

な
り
ま
す
。
こ
と
し
か
ら
個
人
の
市
民
税
の
税
率
は
標
準
税
率
が
適
用

さ
れ
、
ま
た
控
除
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
税
金
が
安
く
な
り
ま

し
た
。こ
の
減
税
額
は
、税
率
の
引
き
下
げ
で
三
千
七
百
万
円
、
控
除
額
の
引

き
上
げ
で
二
千
六
百
万
円
、
あ
わ
せ
て
六
千
三
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
に
市
県
民
税
の
改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
県
民
税
は
、
こ
の
改
正
で
昨
年
に

く
ら
べ
て
ど
れ
だ
け
安
く
な
る
の
か
、

つ
ぎ
に
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、

夫
射
と

子
ど
も
三
人
の
家
庭

で
、
何
年
中
の
課
税
所

得
金
額
八
十
万
円
(
給

与
所
得
控
除
後
の
傾
)

の
人
の
場
合
、
市
県
民

税
の
計
算
は
つ
ぎ
の
よ

づ

ー
市
県
民
税
で
六
千
三
百
万
円
の
減
税
|
|

お

税
率
の
引
ぎ
下
げ

つ報

昨
年
の
市
民
税
は
、
標
準
税
率
の

一
・
二
倍
で
課
税
さ
れ
て
い
ま
心
た
が
、

乙
と
し
か
ら
、
住
民
負
担
の
軽
減
を
は

か
る
た
め
、
標
準
税
率
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
税
率
を
前
年
度
と
出
較
す

る
と
、
①
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広第 3都郵便物認可

⑦b. 市県民税の税率比較

J混軍附税所1併呼金額 ぽお晶示島i県県L民縦
l日51)円u川F向の金釧麟 I 2刈 2.刊.4舛叩"
l凶5万門をこえる企明 3 1 J.b 1 2 
40万門 。 14 1ιH 1 2 
70万円 φ 1 5 1 ~ . ~ 1 2 
100万円 。 16 I!.< 1 2 
1507)円 。 17 1 ~.4 1 4 
250万円 ゐ 18 1ヲb 1 4 
400万円 ム 19 110.8 1 4 
600万I'J ~ 1 10 112.0 1 4 
1.000万円 。 111 113.2 1 4 
2.000万1'1 " 1 12 114.4 1 4 
3.000万円 。 113 115.6 1 4 
5.∞o万円 干 114 li6ι I 4 

額

14万円 (13万円〉

13万円 (11万円)

10万円 (8万円〉

11万円 (9万円)
隊富者 1人について
9万円 (8万円)

特別隠密者は

11万円 (10万円〉
それぞれ
9万円 (8万円)

限度額100万円(30万円〉

限度額
27 500悶(25.000円)
く〉は45年度控除額

除鐙分

老年者 ・寡婦1
!ftIJ労学生控除j
医療費控除

生命保険料控除

①表

区
控
除
額
の
引
き
上
げ

こ
ん
ど
の
国
会
で
地
方
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
住
民
税
関
係

で
控
除
額
が
①
表
の
よ
う
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

市
県
民
税
の
計
算

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
社
会
保
険
料

二
万
八
千
円
、
生
命
保
険
料
二
万
七
千

五
百
円
、
妻
の
所
得
が
な
い
も
の
と
し

ま
す
。税
額
を
昨
年
に
く
ら
べ
て
み
ま
す
と

@
表
の
よ
う
に
な
り
、
市
民
税
で
四
千

九
十
円
、
県
民
税
で

一
千
八
百
六
十

円
、
合
計
五
千
九
百
五
十
円
も
前
年
よ

り
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

ー一一 ①表 市県民税の計算

800.000円一 (28.000+27.500 + 130. 000 
社会保険料生命保険料程偶者控除

斗 300.000+140.000円)= 174.000円
子供3入 車礎鐙除 限税限岨訓

(003-15仙 200円

0.02 + 100円
税率 均帯出l

=3.920円 t市民現〉

=3.580円(県民説〉

合言l'7.500円

174.0CO円×ii122I 32:l 

il2211 31151;: 

45年度
円

800.000 

130.000 

110.000 

240.000 

28.000 

25.000 

@表

区

7.810 

200 

国
民
年
金
に
は
、
加
入
者

の
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保

険
料
を
納
め
る
乙
と
が
困
難

な
と
き
、
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
免
除
に
該
当
す
る
人

は
、
①
国
民
年
金
の
随
客
年

金
、
障
害
福
祉
年
金
、
母
子

福
祉
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
や
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
で
す
H

(
法
定
免
除
)
①
ま
た
、
所
得
の
低
い

人
な
ど
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
た
い

へ
ん
負
担
に
な
る
場
合
は
、
年
金
係
へ

申
し
出
て
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
H

(

申
請一
免
除
)

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
場
合
、
障

州
法
定
免
除
と

川

酬

申

請

免

除

酬

皆
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金
の
額

は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
未
納
期
間
の
あ

る
人
は
、
ま
っ
た
く
こ
れ
ら
の
年
金
を

も
ら
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

老
紛
年
金
に
つ
い
て
、
免
除
の
あ
る

人
は
、
そ
の
期
間
だ
け
、
額
は
三
分
の

一
に
な
り
ま
す
が
、
老
紛
年
金
を
貰
う

前
な
ら
十
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
納
す

る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

未
納
者
は
、
そ
の
期
間
だ
け
年
金
額

の
計
算
基
礎
の
対
象
と
な
ら
な
い
ば
か

り
か
、
あ
と
で
納
め
よ
う
と
思
っ
て
も

二
年
の
時
効
制
度
に
よ
っ
て
、
納
め
る

こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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正
副
議
長
な
ど
決
め
る
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臨

時

市

議

会

回
友
次
郎
高
松
啓
一
長
谷
川
作

次

郎

黒

崎

直

作

花

間

新

文

制

野
治
作

マ
産
業
経
済
委
員
会

H
O伊
東
直
二

O
高
俊
平
之
丞
中
島
甚
平
小
坂

作
次
郎
野
崎
栄
吉
大
久
保
松
治

河
崎
浅
之
助

マ
文
教
厚
生
委
員
会

H
O若
島
正
敬

O
久
保
田
邦

一

横

山

喬

吉

田

甚

威

石

川

庄

之

助

大

島

信

夫

後

膝
広
作

-
公
害
対
策
特
別
委
員
会

H
O小
坂
作

次
郎

O
久
保
田
邦
一
本
田
友
次

郎

吉

田

甚

減

石

川

庄

之

助

南

保
金
作
大
島
信
夫
後
藤
広
作

若
島
正
敬

・
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
監
査
委
員
H

野
崎
栄
吉

6月1日から 7日まで全国いっせ

いに水道週間が実施されます。水道

は、飲料水として、また消火や産業

に利用され、私たち日常生活に欠く

乙とのできない施設です。

本市の上水道や簡易水道の利用者

は、年々増加しています。その給水

人口は、上水道が2万8千人、簡易水
道3千5百人、あわせて3万1千5

百人、すなわち全市の3分の2が水

道を利用していることになります。

とれは全国の水道普及率79%から見

ますと少し低くなっています。

水道局では、みなさんに清浄で豊

富、低廉な水の供給ができるよう、

施設の改良、拡張工事をすすめてお

ります。

総合計画審議会が発足1
る

mr 
25人の委員きま

魚
津
市
を
総
合

的
、
計
画
的
に
開

発
し
て
、
住
民
の

生
活
安
定
と
、
福

祉
の
向
上
を
は
か

る
自
的
で
、
こ
の

た
び
総
合
計
砲
を

策
定
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

計
画
案
を
作
成
す
る
た
め
、
市
長
の
諮

問
磁
関
と
し
て、

総
合
計
図
審
議
会
を

設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
委

員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

マ
県
議
会
議
員
高
野
由
郎
マ
同
西

浦
三
郎
マ
市
議
会
議
長
後
藤
広
作

マ
同
総
務
委
員
長
中
尾
政
一

マ
同

建
設
委
員
長
宮
島
竹
ニ
マ
同
産
経

委
員
長
伊
東
直
二
マ
同
文
厚
委
員

長
若
島
正
敬
マ
同
議
員
吉
井
正
男

マ
同
議
員
佐
伯
新
作
マ
同
議
員
大

島
信
夫

マ
教
育
委
員
会
委
員
長
大

谷
清
瑞
マ
農
業
委
員
会
長
河
崎
浅

之
助
マ
富
山
県
企
画
室
次
長
剛
健
一

雄
マ
同
総
務
部
川

次
長
高
井
幹
夫

マ
商
工
会
議
所
会

川

頭
吉
田
久
松

マ

川

農
協
連
絡
協
議
会
川

長
杉
山
関
吉
マ
川

県
鮭
鱒
漁
協
組
合
川

長
島
崎
藤
左
エ
門
川

マ
連
合
青
年
団
長
川

米
沢
賢
太
郎
マ
川

連
合
婦
人
会
長
谷
川

川
ヨ
シ
エ
マ
白
川

本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
川

津
工
場
長
吉
田
耕
川

助
マ
医
師
会
長
川

青
木
節
三
マ
青
年
会
談
所
理
事
長
川

浦
山
久
夫
マ
観
売
協
会
長
金
川
四
川

郎
マ
魚
津
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
川

長
平
井
基
弘

マ
商
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

川

ラ
ブ
会
長
大
沢
成
二

な
お
、
第

一
回
総
合
計
図
審
議
会
は
川

5
月
引
日
市
役
所
で
行
な
わ
れ
、
総
川

括
、
生
活
環
境
な
ど
、
七
部
会
の
委
員
川

が
き
め
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
H
は
じ
め
川

て
ひ
ら
か
れ
た
総
合
計
画
審
議
会

T

高
野
市
長
が
訪
欧

尚
野
市
長
は
、
建
設
省
の
推
奨
に
よ
川

り
、
日
本
土
地
区
岡
盤
理
協
会
の
欧
州
酬

視
祭
派
遣
団
員
と
し
て
渡
欧
さ
れ
ま
川

す
。
日
程
は
、
6
月
旧
日
か
ら
1
月
9
川

日
ま
で
の
二
十
二
日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
、
川

ス
エ

l
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
川

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
な
ど
七
カ
国
を
川

ま
わ
り
、
新
し
い
都
市
開
発
事
情
を
視
川

祭
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川

予
防

日
本
脳
炎

予
防
接
種

松
倉
住
吉
加
積
上
野
方

自
倉

上
中
島

片
貝
山
女
西
布
施

天
神
坪
野
道
下
経
団
本
江
古
箆
熊

-3-

場

所

腕
時
市
議
会
は
、

5
月
加
日
招
集
さ

れ
、
私
約
交
代
に
と
も
な
う
正
副
議
長

の
改
選
が
行

h''Fー
氏
な
わ
れ
、
議

陰
司
司
，
，
n
長

品

川

m-F
議
4

広
長
に
後
勝
広

，一
J

J

議
機
作
氏
を
再
選

ー
副
議
長
に
吉

井
正
男
氏
を

h
E'
LP

氏
選
出
、
そ
の

‘
圃
唱
S
AI
長

9

一四
W

4々F
4
3誠
正
ほ
か
常
任
委

¥

一

吐

」

員

会

委

員

や

議
会
選
出
の

監
査
委
員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

-
常
任
委
員
会
委
員

(
Oは
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

マ
総
務
委
員
会

H
O中
尾
政
一

O
河

崎
直
治
吉
井
正
男
窪
田
杉
次
郎

伊
藤
甚
一
南
保
金
作
佐
伯
新
作

マ
建
設
委
員
会

H
O宮
島
竹
二

O
本

満
三
歳
以
上
六
十

凶
歳
ま
で
の
人
を
対

象
に
行
な
い
ま
す
。

初
め
て
受
け
る
人
は
二
回
、
毎
年
受

け
て
い
る
人
は
一
回
受
け
る
乙
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
料
金
は
、
三
歳
以
上

i
六
歳
H
百

十
円
、
六
歳
以
上

i
六
十
四
歳
H

百
六
十
円
(
一
回
に
つ
き
〉

マ
生
活
保
殺
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料

マ
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
問
診
も
行

な
い
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
は
問
診

に
答
え
ら
れ
る
人
を
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

校
下
第
一
回
第
二
回

，。
開n

''
開n

げ
白
川
抗
日

行
白
川
出
日

げ

日

お

日

げ

臼

お

白

川
出
日
初
日

?
'
ロ
n

M

叶日

1
日

mm
日

5
日

mm
日

5
日

お
日

5
日

mm
日

5
日

お
日

5
日

2
日

6
回

目
日

6
日

初
日

7
日

初
日

7
日

小

学

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

保

育

園

小

学

校

分

教

場

分

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

分

校
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マ
永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

マ
6
月
2
日
現
在
、
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
で
、
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
届
を
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三

カ
月
以
上
、
市
に
住
居
を
有
す
る
人

は
、
職
権
で
選
挙
時
登
録
を
行
な
い

ま
す
。

マ
登
録
も
れ
の
あ
る
人
は
、
申
し
出
を

参
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
通
常
選
挙
が

6
月
幻
日
(
日
)
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
わ
が
国
の
民
主
政
治
確
立
の
う
え
に

き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
私
た
ち
国
民
の
政
治

八
投
票
の
時
間

V

づ

投
票
所
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
た
だ
し
松
倉

第
一
投
票
所
(
白
倉
小
学
校
〉
、
松
倉

第
二
投
票
所
(
古
箆
熊
分
校
〉
は
、
午

前
7
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
で
す
。

八
投
寮
の
順
序
〉

おつ報

投
票
所
に
お
け
る
投
票
の
順
序
は
、

①
は
じ
め
に
地
方
選
出
議
員
選
挙

(
桃

色
地
に
黒
刷
り
の
投
票
用
紙
)

①
つ
ぎ
に
全
国
選
出
議
員
選
挙
(
黄
色

地
に
赤
刷
り
の
投
票
用
紙
〉
と
な
っ
て

い
ま
す
。

広

八
投
慕
で
き
る
人

V

第 3種郵便物認可

意
識
を
あ
ら
わ
す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
が
、
明
日
の
政
治
を
き
め
る
カ
ギ
と

な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
こ
ぞ
っ
て
投
聞
か
し
ま
し
ょ
う
。

し
、
資
絡
を
有
す
る
も
の
と
決
定
す

れ
ば
選
挙
権
が
行
使
さ
れ
ま
す
。

マ
選
挙
期
日
現
在
で
、
満
二
十
歳
(
問

和
お
年
6
月
お
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
)
に
達
す
る
人
は
、
新
有
権
者
と

し
て
選
挙
権
が
行
使
さ
れ
ま
す
。

マ
名
簿
に
目
安
録
さ
れ
て
い
て
も
、
誤
戦

者
で
あ
っ
た
り
、
公
民
権
停
止
中
の

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

マ
他
の
市
町
村
に
転
出
し
、
ま
だ
四
カ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
、
魚
津

市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

八
市
内
問
の
住
所
移
転

V

5
月
間
M

日
ま
で
に
市
内
聞
で
住
所
を

移
転
し
、
市
民
課
で
届
け
出
を
す
ま
さ

れ
た
人
は
、
原
則
と
し
て
新
し
い
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
手
続
き
を
し
な
い
で
移
転
さ
れ
た
人

は
、
以
前
の
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
乙
の
場
合
、
入
場
券
も
以
前
の
一

区
長
さ
ん
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

八
選
挙
公
報
と
入
場
券
の
配
布

V

一

選
挙
公
報
は
、
遅
く
と
も
投
票
日
の
一

一
一
目
前
ま
で
に
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
一

お
配
り
す
る
予
定
で
す
。
選
挙
公
報
や

入
場
券
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

選
管
事
務
局
へ
と
連
絡
願
い
ま
す
。

八
不
在
者
投
票

V

投
票
当
日
、
投
票
所
に
行
け
な
い
次

の
よ
う
な
人
は
、

6
月
4
日
i
お
臼
ま

で
不
在
者
投
裂
に
よ
っ
て
選
挙
権
が
行

使
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
曲
訴
を
し
よ
う

植

樹

祭

か

ら

富
山
県
間
樹
祭
は
、
快
附
に
め
A
Y
ま
れ
た
5
月

%
日
午
前
日
時
す
ら
、
市
内
の
小
官
m
m
m
内
(
松

命
)
で
関
係
者
ゃ
く

一千
名
が
巣
ま
っ
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
で
「
た

て
や
ま
す
ぎ
」
が
舶
え
ら
れ
ま
し
た
。

一一…‘…
と
す
る
人
は
本
人
の
印
鑑
を
も
っ
て
、
川

「
真
正
で
あ
る
旨
の
貨
醤
香
」
を
選
挙

川

管
理
委
員
会
へ
提
出
す
る
だ
け
で
、
投
川

町
広
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
請
求
が

川

で
き
ま
す
。

V
投
票
区
の
医
域
外
で
職
務
ま
た
は
業
川

務
に
従
事
中
の
人
。

V
則
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
市
の
区
川

域
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
人
川

V
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
も
し
く
は
不
具
酬

者
な
ど
で
、
当
日
投
票
所
に
行
け
な
川

い

人

。

川

V
投
裂
当
日
ま
で
に
、
当
市
以
外
に
転
川

出
し
、
ま
だ
四
カ
月
を
経
過
し
て
い
川

な
い
人
。

一
立

会

演

説

会

一

参
院
地
方
区
選
出
議
員
の
立
会
演
説

川

会
は
、
次
の
よ
う
に
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
川

マ
日
時

H
6
月
間
日
(
金
)
午
後
7
時
川

マ
場
所
H
市
民
会
館
ホ
l

w

マ，
肉
n

，，
同月

大
町

1
日

8
日

小

学

校

村
木

2
日

9
日

小

学

校

受
付
時
聞
は
午
後
l
i
2時

レ
ン
ト
ゲ
ン
寧
に

よ
る
住
民
検
診
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
学
校
や
勤
め
先
で
検

査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

松
倉

マ
白
倉
小
学
校
H
6
月
間
臼

午
前
問
時

l
H時
間
山
分

函
布
施

マ
蛇
国
高
瀬
政
治
宅
H
7

月
l
日
午
前
9
時
初
分
!
日
時
加

分
天
神

マ
木
下
新
ク
ラ
ブ

H
7
月
1

日
午
後
1
時

i
3時

道
下

マ
道
下
公
民
館
H
7
月
2
日

午
前
9
時
初
分

1
ロ
時

上

野

方

マ
雄
峰
団
地
H
7
月
2
日

午
後
l
時

1
3時

住
民
検
診

-4-

胃

ガ

ン

婦
人
検
診

ガ
ン
の
早
期
発
見

を
目
的
に
胃
ガ
ン
と

子
宮
ガ
ン
の
検
診
を

行
な
い
ま
す
。

八
婦
人
検
診

V

地

区

検

診

日

場

所

松
倉

7
月

ロ

日

公

民

館

上
中
島

7
月

幻

日

小

学

校

図
布
施

8
月

刊

日

小

学

校

住
吉

8
月

げ

日

小

学

校

マ
:
検
診
時
間
は
午
後
l
時

1
2時

マ
・:検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

八
十
名
、
検
診
料
は
三
百
円
で
す

マ
申
し
込
み
は
、
松
倉
地
区
が

7
月

2
日
ま
で
、
上
中
島
地
区
が

7
月

ロ
日
ま
で
市
役
所
保
険
衛
生
梨
へ
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市
民
の
体
力
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
、
こ
と
し
か
ら
新
築
な
っ
た
西
部
中

学
校
体
育
館
を
夜
間
開
放
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
に
専
任
指
導
員
を
お

い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
ひ
ら
き
、

実
技
指
導
も
し
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

おう報広

八
西
部
中
体
育
館
の
開
放
V

46.6.1 

マ
開
放
日
H
毎
週
月

t
金
曜
日

マ
開
放
時
間
①
5
月

i
9
月
H
午
後

6
時
叩
分
i
問
9
時
釦
分
①
叩
月

i
3
月
日
午
後
6
時

1
同
9
時

マ
使
用
で
き
る
種
目
H
ボ
ク
シ
ン
グ
、

ボ
デ
ィ
ピ
戸
、
重
量
上
げ
、
卓
球
、

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
l
y
、
駄
道
、
成
人

体
操

マ
使
用
す
る
と
き
H
団
体
で
使
用
登
録

し
、
使
用
計
画
書
を
提
出
し
て
認
め

ら
れ
た
も
の
。
申
込
み
は
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
。

夜
間
開
放

ツ
教
室
も
ひ
ら
く

八
ス
ポ
ー
ツ
教
室

V

マ
場
所
H
西
部
中
体
育
館

マ
日
時
H
毎
週
水
曜
日
、
午
後
6
時

ω

分

t
同
9
時
釦
分

マ
種
目
・:
6
1
7
月
H
バ
レ
l
ポ
l
y

教
室

8
1
9月
H
体
操
、
体
力
づ

く
り
教
室

m
l
n月
H
卓
球
教
室

2
1
3
月
H
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
。

マ
参
加
希
望
者
は
、
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
申
込
み
を
。
な
お
、

パ
レ
ポ
l
y
教
室
は
一
般
初
心
者
、
-

家
庭
婦
人
が
対
象
で
す
。

市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
法
の
改
正
に
と
も
な

っ
て
、
標
準
小
作
料
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
き
め
ま
し

た。
乙
の
標
準
小
作
料
は
、

昭
和
何
年
目
月
1
日
以
降

あ
ら
た
に
賃
貸
借
契
約
を

き
め
る
と
き
、
こ
れ
を
参

考
に
す
る
も
の
で
、
そ
の

契
約
書
の
内
容
は
、
三
十

日
以
内
に
市
農
業
委
員
会

へ
届
け
出
る
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
間
月
1
日
以
前
か
ら
の
小
作
地

に
つ
い
て
は
、
昭
和
田
年
9
月
初
日
ま

で
、
従
前
の
小
作
料
で
よ
い
と
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

標準小作料 きまる

ま
も
な
く
う
っ
と
う
し
い
H

つ
ゆ
H

を
迎
え
ま
す
。
と
の
時
期
に
は
、
い
つ

も
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
乙
と
に
ど
注
意

く
だ
さ
い
。

v・:
か
さ
、
雨
お
お
い
な
ど
で
見
通

し
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。
視
野
を
広

く
保
つ
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

v・・・悪
天
候
か
ら
路
上
の
人
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
明

る
い
色
の
も
の
を
体
に
つ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

v・:
湿
気
の
た
め
、
ブ
レ
ー
キ
の
機

能
が
悪
く
な
り
、
ま
た
雨
の
た
め
す
べ

り
や
す
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
は
常
に
控

標準 小作 料

区 分|信|標準額

1日7-1""あたり t位置E高 I07-J¥.'あたり

500 k9 17.100円
480 2 15.100 
460 3 12，100 
440 4 g， 1 00 
420 5 6，100 
400 

〈特殊地帯のみ週明〉

回の部

寄

付

一
万
円
H
六
郎
丸
五
区
武
限
長
作
マ
川

一
万
円
H
大
町
板
沢
伝
マ
一
万
円
H
川

文
化
町
一
戸
島
態
次
マ
一
万
円
H
文
化
酬

町
高
島
義
造
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
酬

を
〉
マ
二
万
三
千
円
H
本
江
若
尾
満
州

校
マ
三
千
円
日
青
島
寺
崎
乙
次
マ
州

三
千
円
H
匿
名
い
ず
れ
も
善
意
銀
行
川

へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

春

の

叙

勲

春
の
生
存
者
叙
勲
に
市
内
か
ら
三
人
川

が
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
川

町
議
、
市
議
と
し
て
十
五
年
間
も
郷
土
川

発
展
に
つ
く
さ
れ
た
鎖
国
平
吉
さ
ん
(
川

花
歳
、
元
町
)
に
は
勲
五
等
瑞
宝
章
、
酬

ま
た
、
三
十
一
回
も
工
業
統
計
調
査
事

州

務
に
あ
た
ら
れ
た
明
吉
清
吉
さ
ん

(η
川

歳
、
中
央
通
り
二
丁
目
)
に
勲
六
等
瑞
川

宝
章
ぺ
た
ば
ζ
協
同
組
合
の
三
村
常
英

川

さ
ん
(
市
歳
、
紺
屋
町
)
に
勲
六
等
旭
川

日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

八
胃
ガ
ン
検
診

V

地

区

検

診

日

場

所

魚
津

6
月
白
日
魚
津
公
民
館

上
中
島

7
月

同

日

小

学

校

-天
神

7
月

幻

日

分

教

場

西
布
施

8
月
2
日

小

学

校

松
倉

8
月
日
日

連

絡

所

マ
:
・検
診
時
間
は
午
前
9
時

1
け
時

マ
・・・検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

六
十
名
、

・検
診
料
は
四
百
円
で
す

マ
・
:
申
込
み
は
魚
津
地
区
が

5
月

日
日
ま
で
、
上
中
島
地
区
が

7
月

9
日
ま
で
、
市
役
所
保
険
衛
生
課

へ。

妊

婦

検

診

と

妊
婦
検
診
と
母

母

親

学

級

親
学
級
は
、
毎
月

第
て
第
三
金
曜

日
魚
津
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
妊
婦
検
診
H
午
後
1
時
t
1
時
刻
分

マ
母
親
学
級
H
午
後
1
時
釦
分

i
3

時
初
分
。

6
月
間
日
は
「
産
後
の

健
康
管
理
と
家
族
計
画
」
「
新
生

児
の
育
て
方
と
お
ふ
ろ
の
入
れ

方
」
な
ど
助
産
婦
や
保
健
婦
か
ら

の
講
話
。

7
月
2
日
は
、
妊
娠
に

つ
い
て
(
生
理
、
流
早
死
産
の
予

防
、
中
毒
症
、
貧
血
の
予
防
、
血

液
型
不
適
合
な
ど
)
医
師
か
ら
の

講
話
が
あ
り
ま
す
。

- 5ー

毎
月
第
三
火
限

日
に
魚
崎
博
保
健
所

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
の
検

診
日
は
白
日
(
時
聞
は
午
後
1
時

l

3
時
〉
で
す
。
該
当
者
は
、
昭
和
刊

年
6
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

三
歳
児
検
診
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事

-t1 

市
教

委
で
は

と
と
し
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
人
を
対

象
に
立
山
へ
集
団
登
山
を
し
ま
す
。
参

加
希
望
者
は

5
月
間
日
(
木
)
ま
で
市

教
委
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
登
山
期
日

H
6
月
却
日

(
臼

)
t
引

日
(
月
〉
の
二
日
間

マ
日
程
H
却
日
電
鉄
魚
津
駅
(
午
前
9

時
Mm
分
発
〉
|
立
山
駅
|
室
堂

(午

後
ロ
時
加
分
着

)
1
一
の
越
で
一
泊

翌
日
は
立
山
登
頂
|
室
堂
(
午
後
ロ

時
間
分
発

)
l
立
山
駅

l
電
鉄
魚
津

駅

(午
後
3
時
応
分
着〉

マ
会
費
H
交
通
貨
、
宿
泊
費
を
含
め
て

二
千
二
百
円
、
ほ
か
に
米
七
百
五
十

ラ

(五
合
〉
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
人
員
H
六
十
名

マ
参
加
者
の
打
合
会
は
、
日
日

(水
)

午
後
7
時
か
ら
青
少
年
ホ
l
ム
で
。

成
人
者
の
立
山
登
山

おう報広第 3種郵便物認可

水
道
局

水
道
の
漏
水
調
査

で
は
、
上

水
道
の
漏
水
調
査
を

6
月

1
ロ
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。
こ
の
た
め

一
時
断
水

(
一
1
二
分
程
度
)
す
る
こ
と
や
、
水

道
管
内
で
逆
流
し
た
り
、
管
内
の
流
速

が
変
わ
る
た
め
、
水
が
多
少
に
ど
る
と

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
ば

ら
く
般
置
し
ま
す
と
、
も
と
ど
お
り
に

な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

総
理
府
統
計
局
で

は
、
就
業
構
造
基
本

調
査
を

7
月
1
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
昭

和
訓
年
以
降
三
年
ご
と
に
、
人
口
の
就

業
状
況
な
ど
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る

も
の
で
す
。
調
査
の
対
象
区
域
は
、
昨

年
の
国
勢
調
査
区
(
二
三
一
ニ
)

の
う

ち
、
総
理
府
が
指
定
し
た
十
八
調
査
区

に
つ
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
調
査
一
項
目

に
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
配
偶
の
関

係
の
ほ
か
、
十
五
歳
以
上
に
つ
い
て
就

業
、
不
就
業
の
状
態
、
仕
事
の
内
容
、

就
業
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

就
業
構
造

基
本
調
査

6
月
の
歩
こ
う
会

は、

6
日
、
新
川
育

成
牧
場
へ
行
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
魚
津

警
察
署
前
午
前
9
時
発
の
泊
行
バ
ス
で

東
布
施
口
下
車
|
新
川
育
成
牧
場
|
悶

家
と
や
く
十
二
キ
ロ
一
討
を
歩
き
ま
す
。

歩
こ
う
会

アメリカシロヒトリ

アメリ カシロヒトリの発生する時

期となりました。みなさんのご家庭

の伺辺の樹木に幼虫が発生していな

いか、 よく注意してみましょう。

c>・・防除の|侍tYJは、 1回目が6月上
旬~ 7 月上旬、 2 回目が 8 月中旬

~g 月中旬がj也J切です。

緑の大敵

幼虫の うちに防除を

川
り
も
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時
日
分
ま

で
魚
津
穫
祭
署
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

海
上
自
術

隊
東
京
音
楽

隊
一
行
四
十

五
名
の
巡
回
演
奏
会
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
東
京
音
楽
隊
は

昭
和
位
年
に
市
庁
舎
落
成
記
念
に
来
訪

し
、
み
な
さ
ん
に
お
な
じ
み
で
す
が
、

わ
が
国
で
も
最
高
の
音
楽
隊
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
か
ら
、
み
な
さ

自
衛
隊
音
楽
隊

の

演

奏

会

時
円
紀
土
日

2
ハ
丹
十
日
)

~ 『.
ウ
ヒ
品

I
ツ

彼
女
主
い

と
こ
ろ
で

持
っ
て
ゐ
ぜ
』

ん
多
数
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
日
6
月
同
日
(
月
)
午
後
了
時

マ
場
所
H
市
民
会
館
ホ

l
y

県
の
交
通
事
故
巡

回
相
談
は
、

6
月
お

日
(
水
〉
午
前
川
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所
で
ひ
ら
か

れ
ま
す
。

交
通
事
故

巡
回
相
談

呉
東
内
水
面
漁

業
協
同
組
合
で
は

角
川
、
布
施
川
の
あ
ゆ
解
禁
を

6
月
幻

自
(
日
)
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
遊
漁

承
認
証
の
料
金
は
、
角
川
、
布
施
川
の

各
河
川
ご
と
に
、
毛
針
釣
り
五
百
円
(

市
外
の
人
六
百
円
)
中
学
生
二
百
円
、

小
学
生
三
十
円
、
毛
針
友
釣
り
併
用
七

百
円
ハ
市
外
の
人
八
百
円
)
で
す
。

ま
た
、
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る

県
内
各
河
川
共
通
の
遊
漁
証
は
二
千
三

百
円
で
、
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
、
市

内
総
具
白
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
7
月
日
日
ま
で
友
釣
り
や
各

極
絢
の
使
用
で
き
な
い
区
域
は
、
マ品月

ぁ
ゅ
の
解
禁

c>…ととしから市の指定した防除員

をおくζとになりました。防除員

は、江口、江附孝男さんで日75除を

依頼された場合、作業したH寺聞と

使用薬剤盈などにより計算した料

金を現金払いで支払いしていただ

くことになります。依頼されると

きは、江|隔宅=TEL2局884

1番(経EEI.民協有線放送)6 0 3、
市役所農政課=TEL2局220
0番へと連絡ください。

じ〉…各家庭で防除される場合、薬剤j

は無料でおわけしております。ま

た、防除機も貸出

していますから希

望者は、市役所股

政課へお申込みく

ださい。

<防除員を置く >

第
三

O
三
号

編
集
発
行
人

本

沢

章

川
H
国
道
八
号
線
角
川
橋
か
ら
上
流
四

百
五
十
M
M
の
区
間
マ
布
施
川
H
地
鉄

本
線
布
施
川
鉄
橋
か
ら
下
流
四
百
討
の

区
間
で
す
。

共
同
漁
業
権
の
な
い
河
川
(
片
貝
川

落
合
橋
か
ら
上
流
の
本
流
お
よ
び
早
月

川
)
で
釣
り
を
さ
れ
る
人
は
「
あ
ゆ
採

抑
届
出
済
証
」
を
市
役
所
商
工
水
産
課

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市

役

所

夜

間

市
役
所
の
夜
間

瞥
備
員
を
募
集
し

警
備
員
募
集

て
い
ま
す
。
希
望

者
は

6
月
山
日
(
木
〉

ま
で
秘
書
人
事

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
年齢附
H
五
十
歳
ま
で
の
男
子
で
身
体

強
健
の
人
。

マ
勤
務
時
間
H
午
後
8
時
か
ら
翌
日
午

前
8
時
叩
分
ま
で
で
、
隔
日
勤
務
。

マ
待
川
旭
日
面
接
の
際
に
相
談
し
ま
す
。

- 6一

加
積
地

区
土
地
区

画
盤
理
事

業
地
区
内
に
、

墓
碑
を
所
有
し
て
い
た

り
、
管
理
し
て
い
る
人
や
そ
の
墓
碑
の

縁
故
者
は
、
6
月
引
日
ま
で
都
市
計
画

課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

墓
碑
の
所
有
者
は

届

け

出

面

積

地

区

)

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

マ
6
日
H

(
昼
)
本
江
浦
田
病
院
(

夜
)
浜
経
団
江
隔
医
院
マ
日
日
H
(

尽
)
新
金
屋

一
丁
目
羽
田
医
院
(
夜
〉

本
江
越
野
医
院

マ
却
臼
H
ハ
昼
〉
緑

町
早
川
病
院
ハ
夜
)
北
鬼
江
福
田
病
院

マ
幻
日
H

(昼
〉
角
川
町
宮
本
医
院

(
夜
)
本
江
沢
口
医
院

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


